
噴置腸管醗転粘膜による腹水吸収に関する

実験的研究

金沢大学医学ぶ携2外科学教室（指導本庄一夫教授）

倉 西 久 雄

〔原稿受付昭和38年5月24日〕

EXPERIMENTAL STUDIES ON THE ABSORPTION OF 

ASCITIC FLUID BY A PEDICLED FLAP OF EXPOSED 

INTESTINAL MUCOSA 

by 

HISJ¥υKURA.NISHI 

From the 2nd Surgical Division, Kanazawa l lniver>ity l'vkdical School 

(Director : Prof. Dr. Irnm HONJO〕

It has alr凶 clvbeen rεported to utilize the capability of absorption of the intestinal 

mucosa in the purpose of absorption of ascitic fluid, by NEUMANN under the name of 

Ileoentectropy. The author was much interested in this problem and attempted to clarify 

its mechanism. 

According to the result of a series of preliminary experiments, it was revealed that 

the intestinal portion near the どりとι日lvahで was most suited to the purpose, and that the 

fixation of pedicled intestine and resection of the omentum were needed. It was also 

ascertained that the intestinal mucosa exposed to the free peritoneal cavity is useful for 

continuous absorption of ascites. 

Experimentally induced ascitic dogs by means of constriction of thoracic vena cava 

were divided into two groups. In one group ileoentectropy combined with omentectomy 

was performed, and in the other omentectomy川 lely. In the former, reaccumulation of 

ascites was not observed, whereas in the latter a large amount of ascites appeared within 

two weeks. Parallel with this finding, significant differences in changes in body weight, 

ahdominal circumferencピ andfractions of serum protein were observed between these two 

groups. Portal pressure, however, in ileoentectropied dogs was sustained in a higher level 

when measured directly. Furthermore, macro-and microscopic findings of the liver also 

revealed long sustained elevation of portal pressure. At the same time, absence of hepa-

tofugal collaterals were ascertained by portalgraphy. Consequently, it can be concluded 

in the pre忙 nt experiment that the intestinal mucosa exposed to the abdominal cavity 

plays the most important role in absorption of ascitic fluid. 
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腹水を一応 ι腹睦内に；J<)J

日

と規定すると2 その原因疾患は極めて多岐にわたり，

その成因に関しても古来p 種々の説がな主れて来た．

就中F 肝硬変症に於いては腹水は75%以上に認められ

る27)50）最も頻度の高い症状としてこの疾患を脚色する

要素となってレる．肝硬変症における腹水の貯溜は低

蛋白血症の発現p liIL中抗利尿物質の増加，肝内循環異

常などそれ自体かなり高度の肝障害の存在を示すこと

はいうまでもないが，統計上p 腹水自体が原病の予後

を左右する因子であることも知られ52），特にくりかえ

しま手刺を行なうと貴重な蛋白を損失するのみでなく 2

細胞内外液相をゆさぶり，時には昏睡を誘発するll.

従ってp 腹水の治療は対症療法ではあるが，原因療法

に劣らぬ価値を持つもので，古来多くの研究が腹水の

内科的あるいは外科的治療法の確立を巡ってなされて

来た．

元来，腹水の外科的治療法の歴史it古く， L‘ebu、が

始めて穿刺排液を試みたのは実に西暦紀元前20年にさ

かのぼる5~）. しかしてp この問題は20世紀に入ると再

び近代医学の脚光を浴びるようになり y 以来僅か50年

余の間にp Talma氏手術55）聞に始まる門脈系臓器と下

次

ι．血清総蛋i’l量：，血清蛋白分画および血清質

解質

4. 検査成制

＼．粘膜翻転吸置揚管前腹壁固定術による腹水吸収

の機11；，に関する研究

1. 実験材料

2. 実験方法

a.腹腔吸収能

b.尿中排池電f界貿

c. 門脈圧
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e.肝の肉眼的，車正鵠哉学的検索

f .粘膜t線転勝置腸管片縫着部の検討
3. 実験結果

II.総括および考按

Vil.結論

文献

大静脈系との副血行を形成せんとする方法， Eck氏痩

あるいはその変法による血管的合を利用した Roscns-

tein49), Blakemore5l6lの試みy Rienhoffによる肝動脈結

主主48),Tannahill57lによ るガラスボタンp 或いは Pedo-

tti叫による腹壁腹膜を用いての腹水を腹腔外皮下組織

へ誘導せんとする術式，副腎刻除によ り腹水の減少を

計ったDavis9＞等の報告等p 腹水除去を目的とした努力

が種々の面から払われている．しかしながら，ぃ.)7, '-

の方法を用いてもi"'ti，充分な治療効果を期待し難し＼

腹水の除去に腸粘膜の吸収能力を利用しようとする

試みは抗生物質の出現によって腸内細菌の感染防止が

期待出来るようになると共に注目されF 1956年 i¥eu-

mannは粘膜宙飛転岐置腸管片を前腹壁に固定する方法

1--Ileoentectropyと名付けて発表し，実験的41）ならびに

臨床的42）にその有用性と 安全性を確認した．更に近

年，井口は瞭置腸管の腸間膜静脈と卵巣静脈あるいは

精系静脈との聞に血管l吻合を加える方法仰が有利であ

ると報告している．

著者はこの腸粘膜による腹水除去法が蛋白質の損失

のない面で側めて有利であり，且つF 腸粘膜の吸収能

を利用せんとする面に興味があり，本法を再検討する

と共にp その機序の検索を試みた．
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正予備実験

1.実験目的

腸粘膜の吸収能力を腹水の治療に利用せんと試みる

に先立って，粘膜翻転吸置lj易管片自体および似粘膜が

腹~内に露呈されるという非生理的条件下でいかなる

運命を辿るかp 腸粘膜が果して腹水を吸収し得るかp

！腸内細菌の感染はいかにすれば防止出tるかという諸

点を解明することが必要であった，この目的のために

一連の予備実験を行なったがp 1dモヒ部腸管にては分

泌能力が水分吸収能力にまさるとされているのでF 実

験対象を下部回腸および結腸に限定した．

2.実験材料

体重JOkg前後の、健康な雌雄の成熟雑犬15頭を実験に

供した．

3.実験方法およひ実験結果

a.腹佐内に吸置された粘膜線転勝管片の運命．

12頭の成熟雑犬のうち6頭を結腸苦手p 他の6頭を下

部回腸鮮としP 結腸群では回盲弁より！Ocmll門側から

下部の結腸を 15cm，下部回腸群では回盲弁より ZOc~ 口

側より上部の図版を15cmにわたり瞭置し腸間膜附着縁

に近く切り開いた．その上で各群2頭では腸管片をそ

のまま腹腔内lこ放置し） 2頭では粘膜面が腹腔に向う

ように前腹壁に固定しp 残る2頭では前腹壁に固定し

た上に更に大網切除を加えp 夫々3ないし4週後に再

開腹して観察した．

腹佐内に放置された腸管片は粘膜面を内えは外にし

て“焼きするめ”状にねじれたり p 塊状物を形成しい

づれも腸管壁，腸間膜，大網と強い癒着を営んでい

た. ＇.ん 前腹~£＇.＇に固定したのみの群ではすべてその粘

膜商が大綱にて被包されていた．

粘液の分泌は下部回腸群でも多少は認められ腹腔内

が 1ラヌラした感じを’乏けた；，， ＊川M下に於いては極

めて著しく腹腔内は粘液で満たされていた．

従って3 腹水吸収を期待するには結腸より下部回腸

が適当であり 3 且つ麟置腸管片の前腹壁腹膜面への国

定と大網の切除が必要であることを知った．

b.腹佐内に露呈されたi揚粘膜の変化．

陥膜翻転｜肢置回j阪片を前腹壁に固定し大綱切除を加

えた群について腸粘膜の変化を観察したが， 6カ月間

腹腔内にli:li呈されても肉眼上P やや平滑化する傾向を

示すのみで腸粘膜上皮には組織学上なんらの退行性変

化も見なかった（附図 1附図2.〕．

c. I媛置回腸粘膜の腹水吸収能．

3頭の成熟雑犬を使用しP 長さ 15cmの瞭童図腸の一

端を閉鎖して袋としp 中へ JOOccの犬腹水を注入して

その消失を時間を追って観察した．その結果， 1時間

で80%以上の吸収が見られ） 3時間で 100%近い腹水

が吸収されるこ とを知った（表！.）. 

表 1 犬回腸の腹水吸収能

体重｜
犬番号性別 (kg) 1時間 2時間 3時間

36 ｜♀ I 10.0 i 83% 90% 96% 

38 0 8.5 82% 91% 98% 

41 i J♀ 1 9.0 i 87% 94 ~；， 979五

d.細菌感＇1：の防止．

粘膜を腹腔内に露呈する実験に先立ち，実験前5日

間サルファメトキシン 1g宛を投与しP 2日間を絶食

としたとで24時間前にネオマイシン lgを与えF 実験

後は5日間にわたってベニシリン30万単位とストレプ

トマイシン lg宛を連日使用し，実験時に線転した粘

膜面を生理的食短7_k, 3ゐリバノール液，エーテルで

i先機することにより腸内細菌による腹腔内感染はほぼ
防止し得た．

IIT.腹水犬の作製

Bolton7>, McKee37J3Bl, Bermann4l等の一連の研究以

来p 胸部下大静脈の狭窄が多量の腹水を貯溜せしめる

ことi;!:J（りこ知られている．著者が特に Hoffbauerの方

i':t"" 

のl士，この方法によると狭窄の程度は調節出来ない

が，狭窄が進行性である点で金属輸を用いる従来の方

法に勝るとされるからである．

1.実験材料および実験方法

体重7.5kgないし23kgの雌雄の成熟線犬52鎖が実験

に供された．

麻酔はf1~重 1 kg当り 15mgのサイアミラールにより導

入しy 気管内帰管後は純酸素による平陽圧調節呼吸で

維持して満足な結果を得九

胸部下大静脈へは右第6肋聞に小切開を加えること

により容易に到達し得，静脈幹周囲より横隔膜神経を

分離した後巾 1cmのセロファン帯を緩徐に図綾固定し

て結合織反応による静脈幹の狭窄を計った．局所に水

性ペニシリ ンJO万単位を使用して感染を予防した後に

閉胸し） ・:t利によって可及的に排気して気胸を防止し

た． 実験の翌日から普通食をとった例もあったがp 大

半は lないし2日間牛乳等の流動食が与えられP 以後
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ft恩に従って普通食に復帰せしめた．

2.実験結果

52頭のうち7頭は実験中あるいは実験直後に死亡し

たがp 他の45頭のいづれも実験後10目前後から腹水の

貯溜が明らかとな りp 以後日を追って腹部の膨隆p 前

腹壁を走る副血行路の増強p 下肢の浮腫が著明となっ

た．

IV.粘膜翻転車置腸管前腹壁固定術（以下．

I.E.術と略記Jとその対照実験

1.実験材料および実験方法．

胸部下大静脈狭窄による実験的腹水犬45頭のうち11

頭は経過中に死亡しP 34頭が実際に実験に供された．

予備実験同様の術前準備を行なった後，二jLらを無差

別的に粘膜都転暖置腸管前腹壁固定術群（以下p I.E. 

群と略記）と対照群との2群に分って使用したがp 麻

酔導入中に既に2頭を失ぃ， I.E.術を施行したものは

22頭，対照として利用したものは10頭であった．

I.E.術は Neumann等の方法に従って行なった．即

ち3 正中切開にて開腹し腹水を可及的に排除した後，

回盲弁より約20cm口側にて回腸片を明書置し残余の腸管

は端々吻合にて連絡した．畷置腸管の長さは腸間膜柄

が出来る丈長し しかも血行が充分保存されるように

各例において適宜定めたが大凡そ20cm前後とした．瞭

置回腸は腸間膜附着縁に沿って長軸方向に切り開き粘

膜面を生理的食塩水＇ 3ルリパノールp エーテル， 3

ルリバノールp 生理的食塩水のl願にて洗機しp 止血を
確認した後に粘膜面が腹腔内に向かうように右前腹壁

に創縁に沿って縫着固定し大網切除を加えた．

対照群は正中切聞にて開腹しP 腹水を除去した後に

大網切除のみを行なった．

麻酔法は両群共エーテルの閉鎖循環方式で維持しP

呼吸抑制の強いものにのみ補助呼吸を加えたり呼吸中

枢興奮剤を投与した．

実験後48時間は絶食と しp 5%糖、液を主とした補淡

を行ない，以後流動食を与え夏に食恩の快復を待って

普遜食に戻したが経過中に食恩不振が出現した時には

適宜経皮下的あるいは経静脈的に補液を行な うこ とと

した．

2.実験結果．

I.E.群22頭のうち 9頭は術後1週以内に， 7頭は第

3週目に死亡し3逓以上生存したものは6頭に過ぎな

かったがp 1週以上を経ても腹水の再貯溜は少なし

以後経過を追っても 再貯溜の傾向は認められなかっ

た．これに比し対照群の10頭はすべて3週以内に死亡

し腹水の再貯溜は生イF日数と共に著明とな り特に l週

以上生存した 5頭ではいつ1L 1，実験前に近いかあるい
は実験前以上の腹水が再貯溜していた．

3.検査材料および検査方法．

対照群において実験前に近い腹水の再貯溜を見るの

に1週を要したのでI.E.群p 対照群のうち実験後1週

以内に死亡したものを手術死として除きp I.E.群13

頭，対照群5頭を材料として日を追って腹水量，腹

囲，体重p 血清総蛋白量p 血清蛋自分画p llll清電解質

の変動を検索した．

a.腹水量．

実験時および実験後の適当な！時に開腹して腹水量を

計量した．

b.腹閤および体重．

実験後5週間は毎週21司＇ 5週以後10週迄は毎週 l

回，それ以後は2週毎に l回計測し実験前の値にたiす

る百分率で比較検討した．尚F 腹閣の測定は瞬高にて

行なった．

c.血湾総蛋白量，血清蛋自分画および血清電解

質．

腹囲p 体重の測定時に股静脈より採血しP 血清を分

離して測定に供した．

(1) 血清総蛋白量．

手持用屈折計（日立製作所製）を用いて測定しF 温度

補正を加えた．

(2) 血清蛋自分画

古車紙7江気泳動法29)30)31）にて定量した．

装置は小林式鴻紙電気泳動装置（夏日製作所製）を用

い 泳動条件は滅紙の大きさ26.0cmx 12.0cm（東洋滅紙

代o.51),Verona！緩衡液（pH8.6），緩衡液の液面より織

紙の水平部迄3cm，減紙巾 1cmにつき0.4mA前後の定

T断定でアルブミンの泳動距艇が 7cmとなみようにし

た．乾燥は lOO'C（土5°),20分としP 表2の処方によ

るBromphenolblue染色液で20分間染色P 2%酢酸水に

表 2 Bromphenolblue染色液

Bromphenolblue 0.05gr 

昇ー * 
l.Ogr 

氷 酢 酸 2.0cc 

溜 7.k ad 100.0cc 

て脱色，風乾後流動パラフィンにて透化せしめ小林式

鴻紙光山光度計（夏目製作所製）にて定量した．
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b，腹囲および休豆．

(1）腹囲

I. E群は実験後半週において最高83.2マム i最低62.6

%，平均72.46士6.54%と激減し，以後著明な変化を見

ない事対照群では術後半週に最高90.6弘最低67.7%.

平均77.32土8.70%迄減少するが， Lブ、it:｛；｛＼，仰こ増加して

l週には既に実験前の90%を上回る（表3，表4，図3J.

｜政 i:'I：！日1管制1[ftJ11ilJ~＇，による fl'\[;Jく吸収に問する実験的研究

(3) 血清屯f拝賀．

血清ナトリウムおよびカリウムを炎光光度計 1C1ilc-

man社製）にて定量した．

4.検査成績

a. IFL7ki1¥:. 

I.E. ltlーでは実験i)ljJ1l.:$6.51，長低3.0I, 干均l.58士

0.90 lであったが実験後においては激減しp 実験後4

週以上を経たものでも最高11に過ぎずその関全く穿

刺を要しなかった（図 1) .対照群では実験［）i]Jk1'.'!j5.0l,

犬｜性｜｜実 0.5 1 1.5 2 
呑 I 11 験週週週週
号｜別｜｜時後後後後｜帰

I ii 78 58 70 
(100.0) (71.2) (89.6) 

合 56 47 54 
' (100.0) (84.1) (96.7) 

71 48 58 61 68 
(100.0) (67.7) (81.8) (86.0) (95.9) 

53 48 53 
(100.0) (90.6) (100.0) 

68 47 58 69 
(100.0) (70.0〕（85.3)(101.4〕

100.00 77.32 90.70 93.70 95.90 

（対照群）腹聞の変動表4 二cm二

（%） 
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図1. 腹水量の後引. (I.E.群）
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腹囲の変動．図3

群

群
E
随一

I
対

山」よ いよ」／
111111 n i i 

最低4.0／，平均4.40±0.37lで実験後はすみやかに再・貯溜

し，実験後1週以上を経過すると略々実験前に近いか

或いは実験前以上の腹水が計量された［図 2). 

14 76 電
ー ムーl

、

% 

700 

80 

::L 

90 腹水量の変動．（対照群）

£ 

7.i.J 

図2.

． 号d仁・
3・・一．． 12 

(2）二体重．

I.E.群では実験後に低下して I週日においては最高

82.9%. Ji~低56.6°0，平均68.64士円円九（二達し，以後し

ばらくは著IIけなそ（じはないが4週頃より再びゆるやか

な上昇をたどる． 一方P 対照群で、は半週自の辰高86.2

0ム最低70.8%，平均71.10士5.65%を段低として急増し

l週半で既に実験前の90%に達する（表5，表6，図 .j) . 

10 8 6 4 ．． ．． 
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c.血清総蛋白量，

質．

(1) 血清総蛋白量．

I.E.苦手での実験後の低下は l週目の最高4.6g/dl，最

低3.5g/dl，平均4.14士0.33g/dlを最低として止み，以

後は徐々に増加して第3週前後 において既に実験前

値， 最高5.6g/dl，最低4.lg/dl，平均4.78土0.47g/dlを上

回って最高6.;:g/dl，最低4.6g/dl，平均5.03土0.70g/dlに

達する．対照群においては実験前の最高5.Jg/dl，最低

4.4g/dl，平均4.70土0.22g/dlから半週目3 長高＜l.5g/dl,

最低4.0g/dl，平均4.22士O.J7g/dl. 1週目，最高4.2g/dl,

最低3.6g/dl，平均3.84土0.20g/dlと減少の一途をたどる

（表7，表8，図5!. 

(2) I血清蛋自分画．

アルブミン分画は血清総蛋白量と略々同じ傾向を示

しP I.E.群では実験後1週半闘の最高35.1%，最低23.2

血清蛋自分画および血清電解
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I.E.群のうち3週以上生存した 6頭 （以下I正犬と

略記Jを材料としF 胸部下大静脈狭窄による実験的腹

水犬（以下p 腹水犬と略記）を対照として使用した．

2.実験方法

a.腹腔吸収能．

I.E.犬2頭，腹水犬2頭につき phenolsulfophthalein

（以下p PSPと略記）の血中移行率を計算して腹腔吸収

能の差を観察した．

腹腔の吸収能に関しては従来腹腔内に色素をii：入し

一定時間毎の原中排rill:量を測定する方法が好んで用い
られていたが，本実験の如く腎障害が予想される場合

にはその影響を免かれないことになる．しかしF PSP 

V. I.E.術による腹水吸収の機序に

関する研究．
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f.粘膜富R転媛置腸管片縫着部の検討．

腸管片の殺膜と縫着部の腹壁腹膜との聞には密な癒

着が営まれP 組織学的には同部に多数の新生血管が存

在した（附図10).

4 3 血申初予

時間

血清カリウムの変動．図11.

腹水を厳格に定義すると鴻出淡の腹腔内貯溜に限定

されるの Cp その原因は肝硬変症や肝を巡る血行異常

等の肝を中心とする変化と飢餓y ネフローゼ等による

重症低蛋白症の2群に大別され乙二とにな乙．

腹水が肝ー抗患に伴われることIWtに紀ノ~1][]1 こ Erasis­

tasが注目しているところで47)' l、jf:その発生機序に

関しては多数の要因が提唱されている．中でも（1）体液

循環の原則に基く血行力学的な機械的因子， (2)McKee 

38)51), Eisenmengerl4l, Davis9l!Ol等の電解質p 特にナト

リウムの代謝異常因子， 131 Ralli46＞に始まる抗利尿物

質やWolff2l60lが提唱したアルドステロン等の内分泌

性因子が有力視されており p 般的にはl(Jlff力学的な

局所因子と電解質~＂1'1；：；，内分泌、異常等の全身因子との

複維なからみ合いがその本態と考えられている．

Crinル

VI. 総括ならびに考按．
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e.肝の肉眼的p 組織学的検索．

I.E.犬の肝は実験後16週をへても尚p 肉眼的には緊

満肥大し（附図6，附図 7），組織学的にはジヌソイド

の拡張y 肝細胞の萎縮p 肝細胞索の乱れp 中心静脈周

聞の強い？？？；合織増殖が見られ（附図8，附図的p 腹水犬

の肝における所見と同様であった．

犬｜性

寺i別
19 6 ll 4.63 4.38 4.53 
30 6 4.71 i.39 4.20 

42 ；♀ 4.32 4目56 4.41 

51 I♀ 4.65 4.15 4.78 

53 6 4.82 4.36 4.42 4.27 

平均 i 4.626 4.368 4.468 4.175 4.240 

標準偏差 Ii 0.158 o.即日1920問 。

lb 週14 12 JO 8 b 4 
一干ー」
古え1主 1 2 

腹腔吸収能 1！明l'血中移行率）
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表22 尿中排池電解質
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吸置腸管翻転i粘膜による腹水吸収に関する実験的研究
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｜下大静脈狭窄後
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図14 門脈圧
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肝リンパの増加が腹水貯溜に直接関連するものである

と考えられるようになり p 臨床的にも Rienhoff48lが腹

水を伴なった肝硬変の肝門部よりリンパの滴下する事

実を見てこの考え方を裏付けた． 近年， Mallet-Guy

おl,Freeman16lは犬において肝葉の胸腔内転位と胸部

号3 7週以后

lLEO-ENT. 

下大静脈狭窄により胸水の貯溜に成功して腹水の肝原

性なることを確認している．

一方， M仁 Kel'«·J11＂は c1~ labeled h 川を使用して実

表23 門脈圧

I. E.犬 腹 水 犬

犬番号 l性別門脈庄（皿H20)1犬番号性別門目杓T.1mmHlJ1Jミ醤号｜間別i門lj/f'lI: r mmHcO I犬番号性別門脈IE（田皿H20)

232 l ♀ l 230 30 0 190 47 ♀ 210 

7 ' J♀ 200 7 ♀ 205 33 合 240 54 合 l 217 

28 ♀ 230 248 37 6 213 56 合 185 

33 合 245 19 合 236 
40 I合［

225 60 色 225 

37 合 210 24 合 240 42 ♀ 235 63 I合 i 250 
56 色 191 25 i♀ 225 43 6 213 

28 ♀ 250 46 I♀｜ 196 

平均および標準偏差 平均および標準偏差
218.0土19.I 222.8土11.6
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験的腹水犬における腹水蛋白と血清蛋白の交換を観察

しりどlfι＂Lit"Hl of ascitic protein”なる概念を唱えて腹
水の循環性を示唆しp Prentice45＞も重水を用いて臨床

的にこの事実を確かめている．よってF 腹水の貯溜は

局所的な見地よりすればp 肝よりの漏出増加と腹腔よ

りの吸収低下という不均衡のとに成立することが想定

される．事実p McK，世30），松田36）によれば腹水貯溜時

には実験的にも臨床的にも腹膜吸収能が減退すること

は明らかであり p ぇ， Prenticeも・・；－－；りtuntil the rate 

of inflow exceeds this maximum reabsorptive capacity 

does ascites result.”と述べてこの想定を支持してい

る．

従って，腸粘膜による持続的な腹水吸収によってこ

の不均何を打破すればp 腹水の除去に成功することは

期待出来乙筈である．

イド，かように股座内で、畷置腸管を面R転して利用し

ようとする試みにはGrotzinger17),Hillrn>, 松波18）等の

報告があり p Grotzingerは醸造した回l]J,!jあるいは結腸

の郁転腸管片を勝脱の再建にp Hillは店主置回腸を線転

して横隔膜の補填に利用しP {2;.Iわ士直腹筋内に縫着し

て内旅性副血行路の作製を計っている．しかし乍らP

彼等はいづれも粘膜を削除した瞭置腸管片を使用して

いるのでP 腸粘膜を腹腔内に線転露出せしめた場合に

腹腔内臓器が示す態度は当然異なることが予想され

る．

Neumannによると結腸は1山波分、ぜか大量で腹水吸

収の目的に利用出来ずp 粘膜翻転腸管片の腹壁への固

定と大網の切除が腸粘膜を恒久的に腹腔へ露呈するの

に必要で、あるとされ，勝山26）も Jよp 同様の結論を得て

いる．著者の実験でも iJ）結腸粘膜は粘液分＜＇（＇.が盛ん

で腹水の吸収に利用することは適当でない. (2）粘膜

川和、IJi/;:r'f1:1.~ ：i'i' I「は腹腔内に放置された場合，結膜商を

内又は外にした塊状に変化するので前腹壁に固定する

ことが必要である， (3）大網には露呈した！揚粘膜を被

包する傾向；j;p，るので大網は切除せねばならないとい

う諸点が確認、さjlた．

てし Neumannは6カ月間腹腔内lこ露呈された腸粘

膜 t:tえになんらの退行性変化も見なかったと述べてい

るがy 著者も腸粘膜を 6カ月にれたって腹腔に向け露

呈しp 肉眼的ならびに組織学的に検索して同様の結論

にj主した（附図1，附図2). 

一方p 回腸料開に腹水を吸収する能力が存在するか

否かも検討されねlまならないが Neumannは8吋の回

腸を瞭置し両端を鉛子で遮断しP 中へ低張，ベ＇.＇）； rjjら高

張の食塩水p 人脊髄液，人腹水を充満させP 高張食塩

水を除く低張p 等張の食塩水p 人脊髄液p 人腹水に関

して2時間で約60%が吸収される事実を見ており，勝

山も暖置回腸獲を使用して生理的食塩水の85%が1時

間で吸収されると報告している．著者は長さ 15cmの吸

置回腸を袋として用い lOOccの犬腹水が 1時間で80%

以上＇ 3時間で 100%近く吸収されるのを観察した．

Neumann，勝山の成績と著者の実験成績の聞にはいく

らかの差があるti＞， これl土注入量による腸管壁伸展の

程度に関連するものと考えられる．いづれにせよ，こ

れらの結果は回腸粘膜に予想以上の吸収能力が存在す

ることを明らかにしている．

勿論y腸粘膜の腹佐内露r,'.1土腸内細li'.1による腹腔内

！感染を招く恐れがあり P Neumannは術部IT3～4日間

オーレオマイシンを 1日5g与えP 前日にはネオマイシ

ン0.5gを投与して必込山止に成功し，勝山はオーオレ

マイシン 1日2gを術前2日間経口投与している．しか

しp 吉岡の実験61）によると下部腸管手術において簡単

且つ安全な滅菌が得られ，しかもp 交代菌の発生しな

い聞に手術を行なって重篤な菌交代症を発生せしめな

いためには実験の 18～'.21時間前にネオマイシン L5～

2gを経口投与しp 実験後5日間ペニシリン30万単位お

よびストレプト 7 イシン0.5gを筋注する方法が最良と

されているのて，著者は実験前5日間サ ll,ファメトキ

シン lg宛を投与した上で24時間前にネオマイシン lg

を与えP 実験後5日間にわたってベニシン30万単位と

ストレプトマイシン lg宛青筋注して好結果を得た．

又p Dragstedt等は実験的に粘膜面のエーテル洗糠；）；滅

菌に有効であることを報告12）しているので，腸粘膜を

翻転した際にエーテルによる洗礁を行なって感染の防

止を更に確実にした．

以上の予備実験より下部回腸の一部を瞭置して粘膜

線転の上，粘膜l自｜がl]'.¥i:IJi；：こ山に向かうように前腹壁に縫

着固定して大網切除を加える方法即ち粘膜線転瞭置腸

管前腹壁固定術（I.E.術）に持続的な腹水吸収が期待

されることを確認しp 一定の術前準備さえ行なえば腸

内細菌による腹腔内感染の防止も可能なことを知つ

fこ．

よって Hoffbauerの方法に準じて実験的腹水犬を作

製しJ 無差別にこれをzmに分かって］併にはI.E.術
を(IE群）＇他の I群に対しては大網切除のみを施行

し（対照群），夫々に就いて腹水再貯溜の有無と腹囲，

川、重y 血清総蛋白量p 血清蛋白分画p 血清電解質の変

動を追求した．
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Neumannの実験成績によると 7頭のうち 5頭では

全く腹水の再貯溜を見－r＇他の 2頭においてのみ週
200ccを超えない程度の腹水再貯溜が認められたとい

い，勝山によると 8頭中3頭に全く腹水の再貯溜を見

ずP残る 5頭では実験後も穿刺を必要としたが l回の

穿刺量も少なし穿刺の間隔も腹水犬に比して透かに

長くなっていたという．著者の実験ではIE術施行時

にみられた 4.58士0.901という大量の腹水は実験後に

著明に減少しP 4週以上を経ても Il以上の再貯溜を

認めた例はなしその聞に穿刺を要したものもなかっ

た（図］ I. これに討しp 対照群では実験後すみやかな

腹水の再貯溜が見らjL, 1週以上を経過すると実験前

に近いかあるいは実験的以上の腹水が計量され， I.E. 

術による腹水除去効果の大なることを示していた（図

2 ). 

腹囲は腹水量と略々平行した変イじを示すようで実験

前値を100%とすると I.E.群では半週目に72・ー16土6.5cl

%となり，以後著変を見せないのに対しF 対照群では

実験後半週目の77.32土8.70%を最低として急増しp 1 

週間には既に90%以上に復原している（図3J. 

一方，体重も実験後4週頃迄は腹水の消長に平行

しp I. E群では l週後に68.64土8.92%迄減少して以後

著変を示さずp 対照群では半週後の75.10土5.65%を最

低として急激に増加しP 1週半を過ぎると既に実験前

の90%迄達している．もっともp I.E.群においても体

重は4週頃よりゆるやかな増加を見せるがp これは栄

養改善による生理的な肥大によるものと店、わILる（図

4 I. 

血清総蛋白量については，勝山は実験後2,4, 8, 12 

週に測定して増加の傾向を見ておりp 同時に主 I（；比

の上昇も観察している．著者の実験でもIE.群の血清

総蛋白量p 血清アルブミン分画は実験後に一時低下す

るがp l週目頃より上昇して3週固には実験前値を上

回りp 一方p 対照群においては両者共下降の一途を辿

ることが知られた（図5，図6). McKee37lによると腹水

貯溜は体蛋白の予備力を腹腔内に動員することにな

りp 結果的に plasmapheresisと同様な効果を示すとし

ているがy 著者の実験成績において 2つの群の血清総

蛋白量，血清アルブミン分画が極めて対照的な変動を

見せるのもP 腹水再貯溜がこの internalplasmapheresis 

とhypoproteinemiaとの悪輪廻の間で果す役割を考える

なら存場に理解される．

血清グロプリン分画は全般的に見ると I.E.群では実

験後1過半頃迄増加するが以後徐々に減少しP 対照群

では増加しつづけることになるが， r 守口プリン分

画p Fーゲロプリン分画＇ iーグロプリン分画の個々につ

いては一定の変化を認めなかった（図7，図8，図 9!. 

血清電解質については勝山は’実験仮にナトリウム，

カリウムが共に減少の傾向を示すと報告している／〉り

著者の成績では増減不定で一定の傾向を見出し得なか

った（図10，図lI I. 加藤（恒〕の論文加でも腹水の消失

に伴なって血清ナトリウムの低下を見たことが報告さ

れているがp 元来，この血清屯解質は内部環境という

'U1、の代謝の場を形作るものでP あらゆる変化に刈し

常に強い調節機構が働く筈でp 加藤（J咲）は腹水患者の

血清ナトリウムP カリウムが毎常正常範関内にある27)

ことを観察しているしP Schilling51J可zか実験的腹水犬

に対して行なった食塩負荷の研究でも血清中のナトリ

ウムP カリウムが厳密に『；！，J整されたことを記載してい

る. ＇／＿，逮藤の臨床的研 i先凶）でも，腹水穿刺後の血清

活解質の変動は早期に調節されるという．従って，本

実験においても p 腹水のそう失p 再貯溜に伴って起こ

った屯解賀代謝の異常が強い調節機構に隠徹されたこ

とは容めに想定される．

以上要するl二 I.E.術が腹水の吸収に有効であるこ

とを実験的に立証したものでP その結果はNeumann,

勝山の報告と略々一致する．

腹水貯溜を局所的な見地より見ると p 肝よりの滅出

増加と腹腔よりの吸収低下との不均衡の上に成立する

ものであることは既lこ述べた小，一度出現した腹水の

持続にはアルドステロンボ大きな役割をなし271，腹水

の消長とアルドステロンの増減の聞にはかなりの平行

が見られる60）といわれp Wolff6oJ，加藤（｜嘆J＂＇）は腹水

貯溜によるhypovolaemiaがアルドステロンの分泌を促

進することを明らかにしているしP 加藤（↑亘）＂＂＇も腹水

犬において組織学的に副腎皮質の機能元進を観察して

いる．従ってP 尿中にt新世されるナトリウム／カリウ

ム比を測定すればp 腹水貯溜の傾向の有無を明らかに

し得る筈であ芯．よってP I.E.犬および腹水犬につい

て腹腔吸収能と尿中排准電解質を測定したところ，

I.E.術後に著明な腹腔吸収能の上昇（図12）とナトリウ

ムの拶防世増加（図13）が続いており p 腹腔l吸収能の元進

が腹水貯溜とナトリウム苔干劃生との間にある悪循環を

絶ったものと理解しれjた．しかし乍らp 門脈圧充進が

腹腔よりの吸収を低下せしめる原因であるとする報

告53）がなされているので門脈圧低下の有無と瞭置腸管

機着部を経る副血行路の存在が問題となる． もっと

もP 腹水犬の門脈！王克進に関してはDrapanas13lのごと
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〈否定的な立場をとる人もいるボp Berm<mn~ ＞. Vol-

日ier鵠）等は明らかに上昇していると報告しているしP

著者の実験でも222.8土11.6mmH,Uと正常門脈圧54）に比

して高い値を得ている．一方F I.E.犬の門脈圧も218.0

士19.!mmH20で腹水犬と大差がなく，個々の例につい

ても増減不定で実験fをにおいても門脈圧の允進が持続

していることをうかがわせp 門脈造影の所見からも著

明な副血行絡の形成は否定された

他方，胸部下大静脈狭窄による実験的腹水犬の肝に

見られるうつ血性の変化が狭窄のi桝ょにより消失する

可逆性の性格を有することはMcKee37>.Bauer3＞等の報

告で明らかにされていることであり， 実験怜16週を経

過したIE犬の肝が肉眼的には緊満肥大し3 組織学的

にも ジヌソイ ドのJi；坂p 肝細胞の萎縮y 肝細胞索の乱

11.，総合織の増員自等うつ血が続いた所見8）を示したこ

とも腸管片縫必 ，＇；Ci 二 ｛rJI,~＜ され f：新生血管が門脈圧を低

下させる程有効な副l血行路となっていないことを立証

している．

以上の事実よりして I.E.ti'~ による腹水吸収の本態

はp 腹隆吸収能の充進が腹水貯溜とナトリウム蓄積性

との聞にある悪循環を断った点にあり 3 しかも，腹腔

吸収能冗進の主役糾l易粘膜の腹水ivz.収能力であること

が明らかとなった．

表24 実験箱行時の I.E.群および

対照群の状態
・E・E・~

I. E 群 ：対照群

腹水量 i 一「
( I ) ! 4.58土0.90 ' 1 .. 10土り37

休 I kg i 重 ｜11 6：？土S.08 lココ0土1.60

腹 (cm) 閤 167・8土9・5 I 6s.2土日 l

I血清総蛋自室
(g/d/) i 4.78土0.47 ! 4.70土0.22

血清アルブミン
｛%） 

瓜ti育v ヴロプリン
（%） 

血清r~－ グロプリン
（%） 

31.85土3.85

11. ~3土 1.8~

18.56土1.28

血清γグロプリン ｜38.44土1.65
（%） 

血清ナトリウ 4
(mEq/I〕、＇ 149.8土5.8

血清カリウム ｜
I 4.514土0.369

(mEq/I) I 

(13頭平均）

30』8土＇.：：.67

10.06土1.48

19.72土1.57

39.74土2.94

147.2土5.4

1.626土0.158

( 5頭平均j

腹水が腸粘膜より吸収きれてからの経路については

:¥'eumann日）は少なくともその一部が門脈系の副行路

を通って休循環へ流れるとしF 同時にリンパ系経路も

子組、している．著者の実験もこの点に関してはなんの

解答も与え得なかったが， McKee, Prenticeが託明し

た如く腹水が動的平衡を保っている以上p 吸収後の経

路がリンパ性p 門脈性，副行路性のいづれにせよ，腸

粘膜の水分吸収能力がこの平衡を破れは完坊にl度ノ・J<は

減少すると考えられる．

最後に， I.E.犬の生存回数は期待に反して短かいも

のが多かったが，これは実験時の状態にさほどの差が

なく（表24），しかも，手術侵襲のより小さい対照群が

腹水再貯溜と共に衰弱の度を強め3週以内にすべて死

亡するこ とから考えれば，ひとえに大量の腹水の一時

的そう失の彫響によると思われp 量，質共に実験的腹

水犬とは差異のある臨床例に本法を応用する際に危慎

するに足らr，’'J..,I.E. 犬で腸内細簡による腹~内感

染を見なかったことも本法の有用性壱高めるものであ

る．

¥Ill.結 論

腹水の除去に腸粘膜の水分吸収能を利用する方法を

再検討しp 更にその機序を探索 して以下の結果を得

f二．

Ill 一連の予備実験の結果， 下部回腸の一部を吸置

し粘膜面を線転の上p 前腹壁に縫着固定し，大網

を切除する術式p 即ち Ileoentectropy（以下p l.E 

と略記）を行なえはp 永続的なH~水l吸収を期待し

得ることを確認した．

(2）胸部下大静脈狭窄による実験的腹水犬にIE.術

を施行し著効を認めた．

l'.3) I. E術前後の院院吸収能と尿中排t世出解賓の変

化を追求しP 小、iJい／）効果は腹腔吸収能のプCi！！＼が腹

水貯溜とナトリウム蓄積性との間にある悪循環を

断ち切った点にあることを知り p 更に門脈圧p 門

ljl(;t;：；，，肝の肉眼的ならびに組織学的所見等から

腹腔吸収能充進の主役をなすものは腸粘膜の腹水

吸収能力であってF 副行路形成による門脈庄の変

化でないと断定した．

(4) I. E群の予後は期待した程良好でなかったぷ2

こjI （土多量の腹水の一時的そう＇J.:;tこよる蛋白質3

1電解質の損失によるものでP 本実験に使用さiιた

. I~恥的問 •Jく犬でl よ版!J<h！：が体重に比して異常に多

いことに起因すると考えられる． この事；：J:対照群
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たる大綱単独切除群の予後を考え合せると明らか

で，臨床上に本法を応用する場合危慎するにあた

らないしp ’ん I.E.犬において腸内細菌による腹

腔内感染を防止し得たことも本法の有用性を高め

ている．

捌筆するに臨み，終始御懇篤な御指導，制！絞1却を賜

った本庄一夫教授に衷心より謝意を表する．
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附図 1. 腹腔内に泌呈された腸粘膜面

犬番号4.

附図 3. I.E.終了時．

附図5.門脈造影．犬番号 37.

(I.E.術後61日）

附図2. 腹腔内に露呈された腸粘膜組織像．

犬番号4.

附図4 門脈造影
犬番号 40.

CI. E.術後37日）
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附図6 肝横隔膜面ー．

犬番号 1.

附図7 肝ー腹腔面ーー

犬番号l

日本外科宝函 第32巻第4号

附図8 肝組織像．犬番号1.

（×100. H. E.染色）

．岡，~，－1111圃

【て.~ ，.｛~ ~ 

附図9 肝組織像．六日下号）. 附図10. 腸管片縫着部 犬番号 1.

「×400.H. E.染色1 （×400. H. E.染色〕
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神経痛、ロイマチスに

＜健保適用＞

鎮痛・消炎作用が強力で安全性の高い

．アミノプロピロン製剤

〔適応症〕 諸種神経痛、神経炎・ロイマチス

性関節炎、筋肉ロイマチス、腰痛、筋痛・外

傷l乙起因する柊痛・ 各科における祢J1:& ~1 -fj そ

の他 内科、外科、産婦人科、耳鼻咽喉科、

眼科、皮膚科、歯科等の終痛性炎症肱疾患に

基準薬価錠 1錠当 18.哩注 1管当 106.~o 

そ~~： =g~＊＝· 苦λL舎. ~＝~＝~~＝：~~~： 


